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4 章  103 
 
＊本章の初出は『姫路法学』55号「ストリートレベル官僚制論の見直し」であるが、一




























































2 教育や生活保護などの実証的研究は 2010 年代に少し増えてきたが，４節で挙げるよ
うな概念的な掘り下げは見られない。 






























3 引用は 2010 年版から行うが 1980 年版の全章がそのまま再印刷されており，前後に
新しい章が加わっている（字体も違うので誰でもすぐわかる）。なお，80 年版の部分に
ついての引用等は訳書どおりではない。 
































































108  政策実施論の再起動 
 
理で捉えるのが適切ではないという問題意識があり（田尾 1990，1994），日本






























































































る front-ine を想起されたい）。 





























































キーの議論との接点が拡大した（Evans and Harris 2004, Evans 2010）。 
 
 
6 英国のボトムアップ派たる Barrett and Fudge（1981）もリプスキーを取り上げていな
かった（Schofield 2001）。 































































7 具体的には，team manager 一名ずつと assistant manager 二名（前者）または一名（後
者）。 






























































































ていることでも知られてきた。当時，同市は，「Sure Start」，「New Deal for Communities」，
都市開発公社などの八つの政府プログラムから資金を得ていた（p.223）。ちなみに同市
内の貧困と 80 年代以後のハード面での再開発は日本でも少なからず紹介されてきたが，
今日では BBC の主要拠点の移転先（MediaCityUK）としても知られている。 





























































9 ガバナンス論として「解釈学的ガバナンス」論（Bevir and Rhodes 2003）に依拠する
















5.1. 1993 年 
「小さな政府」が進み社会の条件が変わったことをリプスキーはどのように
考えてきたのであろうか。 
90 年代初め，リプスキーは Nonprofits for Hire という共著書を公刊している











































5.2. 2010 年 





11 もっとも，NPO 論の主唱者である Salamon（1995）によれば，こうした二項対立的
な考え方はレーガン政権の視野の狭さと結局は同じことになる。日本では NPO という
言葉ばかり先行し，当時はこうした概念の背景がほとんど注目されていなかった。 
12 いわゆる「制度的同型化」のことであるが（DiMaggio and Powell 1983），須田木（2011）
は，これを用いて，日本の介護保険制度の運用について東京都と民間事業者の関係を調
査し，後者の下請け・役所との類似化を指摘している。 








































































































































































































































































組織的 組織的 組織的かつ専門職的 
職員像の捉え
方 






























出典：Evans(2010: 66, Table.3.1) 
 




図表 4-3 職員のジレンマについてのデュローズによる整理 
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